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Ａ４白・両面印刷 



お 祝 い の こ と ば 

 ご卒業おめでとうございます。 

今日、皆さんは中学校３年間の課程を修了され、新たな一歩を踏み出す節目の日を迎えられました。３年間、

多くのことを学び、経験を重ね、大きく成長された皆さんの姿を本当に嬉しく思います。 

このよき日を心待ちにしてこられた保護者の皆様や教職員の方々も、さぞお喜びのことと思います。 

これからは、激しく変化する社会の中で、個人や社会の多様性を尊重する態度や他者とのつながり、互いに

支え合う心が大切になります。これまでの学びや経験を生かし、心豊かに力強く生き抜き、未来を切り拓いて

いってください。 

皆さんのあふれる個性と能力を生かし、この大阪をさらに発展させるとともに、国際社会に貢献されること

を願っております。 

これからの大阪、これからの時代を担っていく皆さんに幸多きことをお祈りし、心からお祝いのことばを贈

ります。 

令和３年３月１２日 

大阪市長  松井 一郎 

 

お 祝 い の こ と ば 

 ご卒業おめでとうございます。 

皆さんは、義務教育課程をすべて修了されました。授業や学校行事、部活動などに励まれて、大きく成長

され、このよき日を迎えられましたことを心からお喜び申しあげます。 

また、これまで皆さんを温かく見守ってこられた保護者の皆様や教職員の方々もお喜びのことと思います。 

これから皆さんは、それぞれ新しい目標に向かって違う道を進んでいくこととなります。これまでに学ん

だこと、経験したことを礎に、自分を磨く努力を続け、たくましく立派な大人に成長していただきたいと思

います。 

次代を担う皆さんが、将来の目標を実現し、これからの大阪そして日本、さらには世界中でご活躍される

ことを願っております。 

皆さんのご健康と飛躍を心からお祈りし、お祝いのことばといたします。 

令和３年３月１２日 

大阪市会議長  ホンダ リエ 

 

お 祝 い の こ と ば 

 ご卒業おめでとうございます。 

今、皆さんは、新たな社会へ大きな一歩を踏み出す時を迎えられ、未来への期待に胸を躍らせていることと

思います。 

また、健やかな成長を願い、今日まで見守ってこられた保護者の皆様や教職員の方々も、心からお喜びのこ

とと思います。 

皆さんは、中学校生活を通して、様々なことに積極的に取り組み、経験を重ねることで、多くのことを学ば

れてきました。 

また、人を思いやる心や互いに協力し励まし合う心、自然を大切にする心、正義を重んじる心など、豊かな

人間性も培ってこられました。 

これからも、自らを見つめ、学び続けるとともに、大阪はもとより世界に対する広い視野を持ち、自己の判

断と責任で未来を切り拓く力を身に付けていってください。 

今後皆さんが歩む道は、平坦な道ばかりではありません。しかし、どんな時も決してあきらめず、前向きに

努力を重ね、社会が激しく変化する中でも、自分らしさを発揮しながら、着実に歩を進めてください。 

皆さんの将来が魅力あふれるものとなりますようお祈りし、お祝いのことばといたします。 

令和３年３月１２日 

大阪市教育委員会 教育長  山本 晋次 

ＰＤＦをコピペ 
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